
界

史

料

類

纂

総

目

次

堺

市

立

図

書

館

蔵



「
堺

史

料
類

纂

総
目

次
」

刊

行

に
あ

た

っ

て

「
堺
史
料
類
纂
一
は
明
治
三
十

葦

望

の

嚢

奮

的
と
し
て
堺
史
編

萎

曇

に
よ
つ
て
調
査
収
集
さ
れ

窪

料
の
稿
本
で

あ
る
・

塞

曇

は

塁

月
中

葎

奮

を

奮

長
と
し
て
和

墨

太
郎
、

寺
田
兵
次
鄭
、

広

豊
、

日
下
元
隆
の
諸
氏
を

奮

と
し
て
組

警

れ
・

村
瀬
秀
実
氏

姦

嚢

と
し
て
資
料
の
収
集
調

奮

慧

つ
た
が
、

こ
・

襲

の

萎

は

萎

さ
れ
ず
、

翌
年

早

々

に

解

散

し

た

模

様

で

あ

る
。

こ
の

婁

科
類
纂
は

墨

二
十

葦

享

の
刊
本
・

写
本
、

蓄

、
雑
誌

重

着

鴛

関
係
あ
る
箇
所
の

警
、

調
査
書
、

そ

の
他

馨
・

嚢

・

墓

録

着

言

・

宗

議

九
冊
、

学
芸
部
十
冊
、

地
理

奨

冊
、

風
俗
部
一
冊
、

緊

部

毒

、

警

部
二

・

冊
・

奏

部
三
冊
・

嚢

部
三
冊
・

嚢

部
一
冊
、

要

撃

葵

冊
、

捨

華

冊
の
部
門
別
に

嚢

さ
れ
て
い
る
個

婁
・

「
嚢

育
一

と
し

義

げ

書

の
は

二
一
十

菱

の
今

皇

の

管

次
の
刊
行
に
際
し
て
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

そ
の
殆
ん
ど
が
現
存
し

ξ

た
め
・

編

萎

・

碧

年
の
不
明
の
も
の
、

あ

負

は
刊
本
、

写
社
、

古

蕃

等
の
区
別
の
つ
き
難
い

も
の
等
・

甚

茱

完
全

奄

の

差

つ
ち

裏

・
こ
の

管

次

隻

い
て
は

寒

の
関
係
上
犬
部
分
を
当

嚢

字
に
改
め
た
。

昭
和
三
十
六
年
三
月

堺

市

立

図

書

館

’１一



抜

牽

書

圓

開

口
杜

如

意

宮

縁

起

’

開

日

神

社

礼

祭

神

考

石
津
汰
杜
神
杜
由
来
並
二
縁
起

石

山

旧

録

和

泉

国

旧

跡

延

宝

九

年

・

和
泉
名
所
図
会

竹
原
書
朝
斎
画

寛
政
七
年

伊
勢

や

日

向

の

物

語

一
休
諸
国
物
語
図
会

引
接
寺
縁
起

謡

と

能

犬

和
困

建

樹

編

明

治

三

二

雫

雲
葺
雑
誌

柳
沢
漢
園
著

絵
本
石
山
軍
記

絵
本
難
波
戦
記
薙
話

・

延

喜
式

神

名

帳

延
長
寺
相
続
之
記
録

犬
阪
覇
目
新
聞

明
組
三
四
ｒ
三
五
年

犬

阪

毎

日

新

聞
堺

周

報

明

治

三

四

－

三

五

年

犬
隅
国
風
土
記

犬
寺
縁
起

群

書

類

従

、

塙

保

巳
一

編

毛
吹
箪

松
江
重
頼
薯

寛
氷
一
五

年

言
海

犬
槻
文
彦
編

明
治
二
四
年

．
工

芸

志

料

墨

川

真

頼

繍

明
治

一

〇

牢

紅

谷

庵

縁

起

紅
谷
庵
梵
利
建
立
論

向
泉
寺
安
産
鏡
晋
縁
起

向
泉
寺
縁
起

蕎
卿
雑
書

皇
朝
歴
代
史

光

明

院

縁
起

慶
史
案

木
村
正
辞
編

明
治
一
五
年

稲

本

国

史

眼

帝

国
犬

学

編

年

史

編

纂

掛

編

明
治
二
三
年

国
史
酪

岩
垣
松
苗
編

弱
治
一
一
年

古
箏
記

国
花
万
葉
記
巻
孟

和
泉
寓

骨

董

集

山

東

京

伝

薯

文

化
一

〇

年

古
帳
雑
記
写

・
子

安

船

玉

十

一

面

観

世

晋

賂

縁

起

記

翁

天

満

宮

酪

縁

起

翁
物
語

跨
染

久
松

野

崎

村

ノ

段

曲

亭

馬

琴

薯

御
伽
百
物
語

青
木
鷺
水
著

室
永
三
隼

堺
府
郷
校
記

瘡
神
杜
修
覆
働
進
録

外
交
史
稿

外
務
省
編

明
治
一
七
年

峨
山
逸
話

聴

耳
世

闘

狙

上

田

秋

成

著

奇
書
集
覧

北
野
縁
起

旧

箏

記

近

松

卯

平

兵

蔵

校
訂

京
伝
傑
作
集

旭
蓮
社
縁
起

琴

曲

独

稽

古

．

鮮

物

館

繍

明
治

三

二

年

金
魚
養
玩
草

安
達
喜
之
薯

近
古
史
談

大
槻
磐
漢
薯

元
治
元
年

近
郷
名
家
人
名
録

櫛
筒
寺
縁
起

群
賢
押
譜

予

安

船

玉

両

願
之

観

世

音

儀

記

縁

起

堺
鑑

衣
笠
一
閑

貞
享
元
年

堺
史
談

河
盛
彦
三
郎
薯

明
治
二
七
年

、
堺

史

談

会

誌

第

三

巻

堺

新

聞
第

一

－

五

号

＾
明

治

二

穴

隼
一

〇

月
）

左
海
人
名
録

九
宝
閑
民
編

堺
段
通
商
事
歴

堺

麗

竈

署

独
案
内

弘
化

塞

西

郷

家

役

肩

銀

帳

．

真

田

三

代

記

酒

造

月

報
．

明

治

二

三

－

三

五

年

勝
地
吐
懐
編

契
伸
著

元
藤
五
年

続

圓
本

記

聖
徳
太
子
伝
暦

正
法
寺
縁
起

聖
武
帝
御
剃
髪
俵
記

書

画

便

覧

諾
国
塁
人
談

糸
乱
紀

高
石
通
霜
著

享
傑
五
牢

享

保

二
十

隼

新

検

地

以

来

年

々

御

取

箇

一２一’３一

－

」⊥



新
天
謙
卿

真
書
太
閣
記

地
郷
信
解
品

関
山
十
万
上
人
賂
縁
起

神
宮
寺
安
楽
院
縁
起

管
原
珪
縁
記

住

吉

旧

記

往
吉
神
社
神
代
記

住
吉
貞
享
薙
記

往
吉
筆
記

佳
吉
名
勝
図
会

寛
政
穴
年

世
事
百
談

山
崎
美
成
著

天
保
一
四
年

摂
摩
国
東
成
犬
阪
邑
石
山
城
略
記

嘉
永
元
年
写

摂
津
名
所
図
会
住
吉
郡

摂

陽

群

談

岡

田

漢

志

著

元
藤

一

四

年

摂
陽
落
穂
集

浜
松
歌
国
著

文
化
五
辱

泉
州
志

石
橋
直
之
著

元
薩

ニ
ニ
年

泉

州

信

田

白

孤

伝

泉
州
湊
村
天
満
夫
自
在
天
神
祠
縁
起

全
界
詳
志

高
志
芝
巖
著

高
志
養
浩
補

饒
鉄
縁
起

犬
徳
寺
佳
持
籍

犬

目
本

商
業

史

菅

沼

貞

風

薯

明

治

二

六

年

犬

目
本

史

大

目
本

史

料

東
京

帝

圏

夫

学

編

犬

日

本

人

名

辞

書

明

治

三

三

年

茅

海

新

聞

明

治

三

二

年

乳
守
杜
由
来
起

茶
考
抄

茶

の

湯

葉

・

長
泉
寺
縁
起

超
善
寺
縁
起

珍
希
記

手

鑑

＾
延

宝

・
享

保

・
延

享

・

宝

暦

・

寛

政
）

鉄
砲
記

天
諌
組
略
記

天
保
三
十
穴
年
家
絶
句

候
承
記

安
達
信
五
郎
氏
蔵

南

海

鉄

道

案

内

明

治

？

年

難
汰
丸
綱
目

廷
享
五
年
ボ
享
和
元
年

’’

’・

一

浪
花
軍
記

南
狩
録

目

隆

夫

聖

人
一

代

酪

記

目

本

外

史

頼

山

陽

箸

圓
本
教
甫
資
料

文
部
省
蔵
板

明
治
二
三
年

圓

本

釈

名

貝
原

篤

信

著

元

藤

二
二

年

目

本

杜

会

事
彙

明
治

？

年

圓
本

書

紀

目
本

書

紀

通

証

谷

川

士

清

著

宝

暦

一

二

辱

目

本

箏

物

起

原

．
明

治

？

年

目
本

戦

史

参

謀

本

部

編

明
治

三

〇

年

目
本

惣

国

風

土

記

目

本

美
術

画

家

人

名

詳

伝

樋

口

文

山

編

．

明
治
三
四
年

目

本

名

家

人

名

詳

伝

明
治

？

年

目
本
名
勝
地
志

野
崎
左
文
編

明
治
二
九
年

目

本

輿

地

通

志

畿

内

部

関

祖

衡

並

河

永

共

編

．

一

享

保

一

九

辱

目

本

酉

教

史

太

政

官

翻

訳

係
訳

明
治

一

一

年

目
本
歴
史
辞
典

明
治
三
五
年

譜
逸
話

博

覧

会

彙

報

明

治

三

穴

年

？

泉
州
堺
長
谷
寺
縁
起

八
幡
宮
本
記

八
幡
大
菩
薩
御
遺
跡

八
幡
犬

菩
薩
御
縁
起

阪
堺
鉄
遺
経
歴
史

梅
園
考

秘
事
襲

悲

田

院

縁

起

船
待
神
杜
縁
起

仏
心
歴
代
師
承
伝

武

用

弁

略

方
違
宮
縁
起

本
受
寺
過
去
帳

本
朝
軍
器
考

新
丼
君
美
薯

享
保
七
年

本
覇
人
物
叢
伝

本
朝
神
杜
考

林
羅
山
薯

本

朝

世

箏
談

縛

菊

岡

浩

涼

著

享

保

一

九

年

墨
江
紀
略

黙
雷
室
薯

享
保
二
年

－５一



湊
村
記
録

妓

法

寺
縁

起

、

都
絵
馬
鑑

妙
国

寺

歴

代

総

旨

口

宣

案

明

治

国

民

亀
鑑

明

治

？

年

明

治

歴

史

明

治

？

隼

百
舌
鳥
神
社
縁
起
書

文

珠

四

郎

染

附

暖

簾

化

鉄

斎

刀

子

著

有
楽
館
記

養
浩

界
鐙

来
迎
寺
縁
起

浪

螢

集

天

保

八

年

？

荊
歌
名
所
遺
考

和

漢

竺

才

図

会

寺

島

良

安

編

和
漢
年
契

寛
政
九
年

和
訓
六
帖

文
政
初

一６ｉ

宗

堺

史
、
料

類

纂

総

目

次

教

一

神
社
一

基
教

神
社
総
論

（
統
計

歴
年
起
算
表
そ
の
他
）

神
杜
各
論

一 一
、

開

口

神

社

二
、

菅

原

神

社
、

錦

翁

天

神

（
梅

翁

寺
）

ニ
ニ
、

市

戎

社
、

本

戎

社

四
、

方

違

神

社

五
、

向

丼

神

社

（
東

原

大

明

神
）

六
、

神

明

神

社

（
新

地
）

七
、

高

須

禰

荷

神

社

八
、

湊

村

天

神

社

九
、

小

澗

－

癒
神
社

（
湊
村
）

２

乳

守

宮

３

久

之

森

稲

荷

４

如

意

明

神

社

５

琴

平

神

社

宗

十
、－

廃

社

叉

は

含

傍

ニ

ナ

リ

シ

モ

ノ

．

一

－一

熊

野

王

子

社

２‘

神

明

神

社

（
神

明

啄
）

３．

稲

荷

神

社
．

（
箪

之

町
）

４一

神

明

宮

（
犬

小

路
）

基

替

教

と

堺

（
中

投

末

に

於

け

る
）

神
宮
奉
斎
会

教

二

神
社
二

神
社
各
論

一
、

佳

吉

犬

神

宮

二
、

石

津

神

社

三
、

大

鳥

神

社

四
、

高

石

神

社

信

田

大

明

神

ノ

社

五
、

舷

松

神

栓

（
九

艘

明

神
）

六

、

小

社
．

１．

三

宝

村

松

屋

新

囲

氏

神

及

社

弘

全

山

本

新

囲

氏

神

及

社

谷

全

南
嶋
新
田
氏
神
及
社

。

４一

蜂

田

神

社

一７・



宗宗

６． ５．

陶

荒

田

ノ

杜

犬
依
羅
補
杜

教

、
三

寺

院

一

寺
院

総

論

」（
堺

寺
院

歴

年
表

寺
廃
各
論
一

一
、

天

台

家

光
沢
寺

智
禅
寺

二
、

真

言

宗

、

観

月

院

発

光

院

東
光
寺

商
泉
寺

犬
福
院

重
楽
院

三
、

融

通

念

仏

宗

林
昌
寺

来
迎
寺

四
、

時

宗

引
接
寺

金
光
寺

教

四

寺
院
二

寺
院
各
論
二

一
五
、

浄

土

宗

名
称
位
置

統
計
一

光
明
院

安
楽
院

塩
穴
寺

干
蔵
院

長
谷
寺

長
楽
寺

宗

弁
順
寺

阿
彌
陀
寺

宝
泉
寺

延
命
寺

長
泉
寺

＾
南
十
萬
）

犬
阿
彌
陀
経
寺

（
旭

蓮
杜
）

正
法
寺

長
徳
寺

生
善
寺

壺

樹

寺

玉

円

寺

安

養

寺

了

覚

寺

極

楽

寺

超

善

寺

西

向

寺

浄

信

寺

誓
源

寺

遍
照
寺

本
願
院

誉
長
寺

超
願
寺

専
修
寺

犬
善
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家

繕

鉢

鍛

治

家
鉄

玉

屋

吉

兵

衛

趨

陶

斎

津

川

右
橡
門
尉

滴

水
－
禅

師

等

誉

土

佐

光

起

土
陸
光
純

土
隆
た
則

土
虚
光
吉

甫
竹

三
宅
寄
斎

和
固
益
斎

鈴
野
小
山

渡
辺
重
春

小

田

清

雄

三

味

線

茶

屋

榛

遊
女

町

．
卯

之

葉

女

花

摘

の

喝

歌

芝

屠

理

総

説

－

和

泉

園

犬

鳥

郡

の

部

山

川

池

沼

井

戸

村

里

関

梁

堺

地

理

考

堺

に

関

す
る

統

計

芝

屠

出

火

船

年

寄

戎

嶋

湊

内

疎

通

献

土

物

導

の

事

地
名
境
域
形
勢

堺
地
名
の
起
困

堺
溝
の
名
称

堺

泉

州

摂

州

両

属

の

説

」

堺

境

域

延
專
及
享
和
似
堺
境
域

地
位
及
形
勢

堺

の

地

理

堺
市
の
位
置
形
勢

北
荘

南
荘

泉
北
泉
南
両
郡
海
村
名

市

街
徳

川

家

康

境

の

而
街

を

再

造

す

文
苑江

戸

→ ４一

ζ
了

錦

綾

の

町

名

起

困

麹

位
｝
形
鋤
刃
の

治

革

－

西
郷
家
役
石
銀
帳

一
寛
政
十
一
年
十
月
）

堺

南

北

東

西

申
喝

町

名

独

遺

案

内

＾
弘

化

四

年

五
月
）

堺
町
名

市

中

閥

敷

之

事

－

三

ヶ

村

農

人

町
表

側

間

数

河

川

橋

梁

附

丼

戸

河
川犬

和

川

新

堀

川

犬

和

川

開

襲

並

二

架

橋

大
和
川

＾
延
享
五
）

犬
和
川

新
大
和
川

大

和

橋

新

川

普

講

大

和

川

の

箏

東

堀

川

の

事

堀

川

の

事

並

二

御

影

山

の

撃

新

堀

川

＾
延
享
五
）

御
影
山
築
造

橋
梁橋

梁

架

設

の

年

代

位

置

等

千

歳

橋

架

換
に

関

す

易

古

記

録

犬

和

橋

少

林

寺

橋

栄

・

旭

・

勇
橋
架
設
命
名

丼

戸

∴

∵

㌧

、
、

－

∴

二
．
∵

∵

」
∴

．

一

堺

区

雨

街

の

丼

戸

試

臓

報

告

堺

而

邑

の

井

水

堺

市
街

井

水

改

良

考

接

堺

の

名

井

口

碑

集
堺
海
船
港
附
近
神
宿
材
之
沿
革

小

桜
・
阿

名

称

の

起

源

錦

之

阿

の

銀

杏
大
木

の

事

桜

之

町
名

称

の

起

源

堺

の

豪

商

大

阪

へ

引

越

之

箏

木

村

長

門
守

の
末

孫

燭
硝

屋

と

な

る

七

堂

の

七

不

恩

議

古

文

書

の

所

在

聞

合

蕃

浅
香
山

葦
原
浜

行
在
所
附
神
鼠
奉
斎
会

占

ノ

辻

朴

津

戒

島

大

浜

公

園

地

痂

羅

繍

七
堂
浜

塩
風
呂

宿
院

新
地

高
須

玉

横

野

乳

閥

山

戸

立

野

殴

馬

場

虎

子

石

長
塚
山

長
山

舳
松

（
九
艘
小
路

九
本
松
）

喜
〕

半

井

家

ノ

隠

宅

飯
匙

堀

目
Ｈ
口

筋

三

国

鷹

湊
村

大

和

川

襲

由

茨

．

山

ノ

ロ

筋

→ ５一



地

理

二

港
湾
及
波
止

港

湾

堺

犬

浜

の

変

遷

堺
新
水
門

港

湾

修

涙

並

二

石

堤

工

事

に

関

す

る

記

録

堺
港
の
濫
確
榊
＾
吉
川
懐
右
衛
門
之
事
蹟
）

吉

川

儀

冶

衛

門

小

伝

吉
川
鐘
右
衛
門
港
湾
凌
藻
関
係
書
類

湊
普
請
願
一
件

江

戸

表

江

御

窺

之

節

相

改

書

上
候

願

書

最

初

願

立

よ

り

手

続

書

上

御
窺

之

節

御

召

二

砺

御

答
書

貸
付
地
図
坪
数
見
込
書
上

証

人

に

御

尋

書

之

控

＾
以

上

寛

政
元

隼
）

羽

倉

櫨

九

郎

様
御

見

分

御

改

之

節

証

人

共

御

召

御
尋
請
書

湊
堀
諸
八
用
積
書
上
榛

＾
以
上
寛
政
二
年
）

朱
引

通

築

立

地

繭

追

々

出

来

可

有

之

地

子

銀

辱

限

を

以

申

上

侯

様

江

戸

表

よ

り

被

仰

渡

候

二

付

願
書

地

願
御
苑
之
節
御
講
書

＾
ル
上
寛
政
三
辱
）

南
新
川
書
上

借

用

銀

二

付

願

書

＾
以

上

寛

政

四

年
）

御
拝
侍
請
切
地
所
御
引
渡
願
遊
地
面
二
付
取
計

一
件
願
書

凄
普
請
留

＾
以
上
寛
政
穴
年
）

褒
美
講
書

（
寛
政
七
辱
）

堺
港
湾
埋
立
工
箏
費
補
助

所
カ

石

垣

間

数

港
湾
飽
図

波

止
波
止
増
築
並
煽
台
建
築
之
始
末

堺
波
止
増
築
始
宋

石

堤

波

戸

＾
延

享

五

年

・

享

和

元

辱
）

理

三

新

地
新
地
の
状
況

新

地

再

興

の

こ

と

嘉
永
三
年
新
地
拝
借
地
面
再
改
野
帳

一１６ｉ

新

地

の

変

遷

魏
便
電
信
電
話
鉄
道
人
力
車
旅
館
里
程

堺

郵

便

電

信

局

業

務

沿

革

誌

堺

電

話
交

換

支

局

（
電

話

の

状

況
）

堺
而
の
電
話
近
況

阪
堺
鉄
道
浴
革

堺
停
箪
揚

犬
和
川
停
章
場

湊
停
章
場

南

海

鉄

遭

堺

駅

よ

り

喬

名

所

へ

の
人

力
車

賃

族

館

，

堺

夫

小

路

よ

り

喬

地

へ

の

堅

程

堺

よ

り

紀

州

へ

の

遺

程
そ

の

他

岸

和

田

よ

り

所

友

へ

舟

路

夫

小

路

新

醐

口

よ

り

諸

遣

程

人

口

戸

数

及

牛

馬

般

数

堺

人

回

戸

数

堺

阿
数

及

人

口

堺

家

数
、

人

数

（
元

藤

六

年
）

・

牛

馬

般

数

先

規

並

馬

数

堺

惣

般

数
一

＾
延

享

五

辱
）

地
物

産
泉

州

名

品

一

休

和

尚

の

鳥

扇

堺
の
胡
瓜

蛤
＾
細
川
十
州
の
詩
）

金

魚

の

将

来

金

魚

の

変

遷

郡

山

金

魚

の

話

災

異
堺
の
地
震

嘉
永
七
年
大
地
震
の
紀
念
碑
文

天

文

・

文

化

両

匿

の

港

水

応

安

以

来

堺

の

火

災

応

永

の

兵

火

文

政

十

年

の

火

災

慶
庵

四

年

堺

錦

之

町

焼

の

犬

酪

明

治

の

火

災
・
＾
新

地

焼

ケ
、

具

情

焼

ケ
、

御

坊

焼
）

天
保
三
牢
の
千
魅

堺

犬

阪

二

赤

砂

及

白

毛

降

ル

堺

二

関

ス

ル

天

文

隼

間

の

記

事

抄

理

四

一
ノ

名

所

旧

蹟
一

堺

姦

蟻

一
乳

章

調
一
甲
ノ
鶏

附
馬
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堂

琵
神
堂

戎
嶋
観
晋
堂

善
法
寺
並
龍
神
堂

堺
王
子
ノ
杜

高
野
堂

首
載
地
蔵

宿
院

名

越

浜

開

日

の

事

九

艘

小

路

附

九
本

松

＾
舳

の
松
）

塩

楓

呂

目

日

町
・

三

国

街

（
三

園

山

上

条

柳

疲

詩
）
、．

占

の

辻

堺

浦

＾
夫

木

集
）

犬
浜
公
園

堺
魚
而
場
の
濫

鵡

魚
雨

旭
館

，
北

犬

浜

疲

原

浜

七

堂

継

嶋

躍

念

仏

七

慶

＾
七
道
）

浜

高
須

高
須
の
遊
廓
の
迩

戒
嶋

戎

嶋

水

茶

屋

．
戒

杜

券

鯛

茶

屋

戎

嶋

紀

州
屋

攻

浅
香
山
明
綱
帳

浅
香
山
歯
緒
書

浅
香
山

諸
役
宛
許
之
写

浅
香
山
轟
文

（
狐
塚
に
稲
荷
堂

建
築
之
箏
）

浅
香
叫
高
反
別

浅
香
丘

稲
荷
祠

浅
香
溝

戸
立
野

玉
横
野

横
野
郷

＾
玉
横
野

郷
）

朴

津

郷

朴

津

塁

朴

津

（
朴

津

等

の

旧

蹟
）

遠

里

小

野

＾
極

楽

寺
）

海

船

の

館

（
梅

翁

寺
）

山

の

日

筋

場

藷
官
衛
の
位
置

趾

高

林

寿

の

位

置

名

井
海

会

寺

丼
．

金

寵

丼

の
碑

文

無

量

水

半
井
卜
庵
の
狂
句

殿
馬

並

松

町

大

内

義

弘

の

城

虎
子
石

金
龍
水
の
来
由

聾
井

向
井
領
井

金
龍
水

飯

匙

池

地

飯

匙

堀

凡

人

中

家

所
四
所
墓

四
所
之
三
昧

風

聞

穴

宥

衛

門

尉

之

墓

石

（
在

柳

之

町

西

二

丁

月
蔵
寺
）

在

月

蔵

事

の

汚

構

（
犬

野

遺

見
）

古

塚

（
紹

鶴
、

牲

丹

花
、

遺

陳
、

蓮

如
、

三

好

因

州
、

大

内

義

弘
、

風

間

穴

左

衛

門

墓

の

所

在
）

高

志

養

潜

の

墓

＾
在

爾

半

概

宗

善

寺
）

一

理

五

地
理
拾
遺

和
泉
霞
一

総

説
建
置
治
革

租
税

祥
異

風
俗

和
泉
監
設
置

山誰
州
域

郷
各

氏
族

秒

勝

．

国

名

の

起

因

．

．

藩

封

，

大

鳥

郡

（
郡

名

の

起

因
、

氏

族
、

郡

出

身

の

人
物

一！８一

等
）

和

泉

園

の

風

土
、

建

置

沿

革

稲

泉

国

号

の
姶

り

、
．

和
泉

周
〃

起

順

並

．一

茅

濠

海
、

同

建

置

浴

革

和

泉

国

の

位

置
、

地

勢
、

沿

革
、

物

産
、

堺

而

＾
位

置
、

名

勝
、

杜

寺
）

犬

鳥

郡

＾
位

置
、

郡

名

の

起

源
、

地

勢
、

陵

墓

．

社

寺
、

名

勝
一

泉

郡

（
全
）

蜂

田

の

郷

家

原

村
、

雨

村
、

躍

尾

村
、

下

田

村

深

井

の

荘

毛
須

の

荘

↓
⊥
師

村

百

済

村

直

厩

村

圓
置

村

石

淳

茅

淳
珍
努
海

茅

茅

山

茅

之
来
由

茅

宮
遺

茅

浦

堺
郷

政

・
治

和

泉

監

、、

一

堺

の

名

称

の

起

因

∴

和

泉

量

冒

蟻

砂

口

讐
一
．^

天

平
｝

，

和
泉
｛
背
等
飢
蟹

（
天
平
神
護
）

和
泉
国
飢

＾
延
盾
）

下

破

内

舞

玉

を

淡

路

よ

り

痢

泉

に

移

す

＾
延

暦
）

和
泉
禺

電
を
降
ら
す

（
延
暦
）

和
泉
圏
請
幸
を
検
校
す

＾
弘
仁
）

河

内

和

泉

の

長
、

次

官

（
承

知
）

摂
津
霞
江
南
四
郡
を
和
泉
国
に
隷
す

（
天
長
）

和

泉

江

南

四

郡

を

摂
津

圏

に

還

附

す

＾
全
）

源

定

徳

遊

薦
、

飢

疫
、

四

匿

使

処

分

（
貞

観
）

飢

鐘

賑

総
、

班

田

検

校

調

飽

子

の
免

除

（
元

慶
）

和
泉
国
楊
梅
子
を
貢
進
す

和
泉
国
正
税
公
廠
備

和
泉
国
の
調

窟
内
省
庁
慶
の
修
築

（
長
元
）

和
泉
国
欝
翼
を
出
す

（
天
餐
）

■

和

泉

国

勘

文

兼

実

に

玉

泉

国

を

給

ふ

（
文

治
）
．

頼

朝

性

原

十

郎

左

衛

門

尉

義

運

を
紀

伊

和

泉

両

国

の
守
護
に
補
す

＾
文
治
）

後

烏

羽

上

皇

堺

の

王

子

肥

行

幸

す

（
建

仁
）
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